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1. はじめに 
 シリコン（Si）をコアに用いることで比屈折率

を大きくした Si 細線導波路は，曲げ半径を小さく

できるので微小デバイスの作製が可能である．し

かしながら，シングルモードファイバ（SMF）と

の高効率な結合を実現することは難しく，様々な

スポットサイズ変換器（SSC）の開発が進められ

ている．従来の SSC では，先端のテーパが水平方

向にしか設けられていないため，TM モードでの

結合効率が低くなるという偏波依存性が存在する．

これまでに，結合効率の偏波依存性を低減するた

めに垂直方向にスロープを形成したリブ導波路型

の SSC［1］が報告されているが，今回我々は細線

導波路に垂直方向のスロープを形成した SSC を試

作し，スロープの形状，偏波依存性を評価したの

で報告する． 
 
2. SSC の設計 

今回シミュレーション・試作を行った二重コア

縦スロープ SSCの構造を図 1 に示す．SiOx (n=1.52)
第二コアの断面サイズを 3 m × 3 m として，最

適構造を設計するために BPM シミュレーション

を行った．予め Si ウェハに縦スロープを形成，段

差計による形状評価を行った上で，それをシミュ

レーションモデルの Si コアの垂直方向スロープ形

状に取り込み，Si コアから SiOx コアへのモード変

換効率が TE，TM モードでほぼ同等となるように，

テーパの先端高さ，先端幅およびテーパ長を設計

した． 
 

3. 試作評価 
両端に SSC を設けた Si 細線導波路に，先球 SMF

を用いて波長 1310 nm の光を端面から入出力し，

挿入損失を測定した．両端を横方向にテーパを設

けたのみで二重コア構造でない簡易 SSC とした場

合と，片側を簡易 SSC もう片側を二重コア縦スロ

ープ SSC とした場合との二種類を測定した．チッ

プ内に長さの異なる導波路が配置されており，測

定した挿入損失値をプロットすることで結合効率

を算出した．表 1 に，試作したデバイスの測定結

果から算出した偏波依存性ロス（PDL）の値を示

す．二重コア縦スロープ SSC にすることにより

PDL が減少した．垂直方向のスロープ形成が細線

導波路型の SSC に対しても偏波依存性低減に有効

であることを確認した． 
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図 1:Spot size converter. 
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表 1:測定結果から算出した PDL 

 PDL (dB) 

簡易 SSC 3.34 

二重コア   
縦スロープ

SSC 
0.73 
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